
平成28年熊本地震における 
九州電力川内原子力発電所への影響と見解について 

（参考資料） 

平成２８年４月２８日 
原子力規制庁 



川内原子力発電所における活断層等の評価（概略） 

今回観測された建屋下部 
での地震加速度の最大値 

原子炉自動停止の設定値 基準地震動 

水平加速度 鉛直加速度 水平加速度 鉛直加速度 

８．６ガル 
（１号機補助建屋内海抜―21.0ｍ） 

１６０ガル 
（１・２号機補助建屋内海抜―21.0ｍ） 

８０ガル 
（１・２号機補助建屋内海抜―21.0ｍ） 

６２０ガル ３２４ガル 
１２．６ガル 

（１号機補助建屋内海抜13.3ｍ） 
２６０ガル 

（１・２号機補助建屋内海抜13.3ｍ） 
― 

敷地内重要施設 
直下の活断層の有無 

立地不適 

敷地から30km以遠 敷地から30km以内 震源を特定定せず 
策定する地震動 

NO 
敷地周辺等の活断層評価（地震動評価） 

YES 

布田川･日奈久断層帯が連動した場合 
（L＝92.7㎞、M＝8.1）の地震動 

約１００ガル 

市来断層帯市来区間が動いた場合 
（L＝24.9㎞、M＝7.2）の地震動 

約３００ガル 

2004北海道留萌支庁南部地震に
よる地震動 

６２０ガル 
 

 
（参考） 



敷地周辺の活断層の分布（30km以遠） 
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九州電力資料から抜粋 

布田川・日奈久断層帯 

※30km以内は 
  次ページ参照 



川内原子力発電所が想定する最大地震の揺れ（基準地震動）の策定 
 

＜申請の概要＞ 
 

 震源を特定して策定する地震動として540ガル
を設定。発電所建設当初は約400（372）ガル。 

 震源を特定せず策定する地震動として新たに
620ガルを設定。 

 安全重要度に応じた設計を行う方針を策定。 
 

＜審査結果の概要＞ 
 

  最新の知見を踏まえて基準地震動が策定さ  
  れていることから、新規制基準に適合している 
  ことを確認。 

【新規制基準】  
 

 以下の地震力に対して安全機能が損なわれない設計にする。 
  ○ 断層の調査によって震源を特定し、その震源から敷地に大きな影響を与える地震 
    を推定することで決める 『震源を特定して策定する地震動』 
  ○震源が特定できない過去の地震の観測記録を収集して決める『震源を特定せず 
    策定する地震動』 

九州電力資料から抜粋 



原子力発電所における耐震安全性の考え方 

 ○大きな地震に対して、原子力発電所の安全性が損なわれない設計 
 ○一定以上の地震の揺れを検出したら、原子炉は自動停止 

一定以上の大きな地震
の揺れを検出したら、 
原子炉を自動停止 

今回の最大加速度は 
 数ガル～十数ガル 
 
  原子炉自動停止の 
  設定値（川内原発）： 
  ８０ガル～２６０ガル） 



地震の揺れ（イメージ） 

  ○原子力発電所は、かたい地盤に設置 
  ○一般の建物が建つやわらかい地盤では、揺れは大きくなる 

やわらかい地盤 

かたい地盤 基準地震動※ 

  ※基準地震動とは、原子力発電所の耐震設計において基準とする地震動。発電所敷地の地下に 
    おける最大の地震の揺れのこと。 
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